
ＧＡＰの普及推進啓発

１ 課題設定の背景 **********************************************************

２ 活動の経過 ***************************************************************

石狩農業改良普及センター

ＧＡＰ導入推進セミナーの開催

活動年次：令和３年

＜広域活動＞

ＧＡＰって
何？

農産物輸出や東京オリンピック・パラ
リンピックを契機としてＧＡＰ推進が
求められるようになった。しかし、Ｇ
ＡＰの認知度は低い。

ＧＡＰについて理解を深めてもらう。

ＧＡＰ研修会の開催。

講師として、石狩農業改良普及センタ
ー職員と昨年ＪＧＡＰの認証取得した農
所のＧＡＰ担当者、ＧＡＰの指導経験豊
富な指導員にお願いし、ＺＯＯＭを使っ
た事前打ち合わせを行いながら、準備進
めた。
研修会は７月13日に地域係、石狩振興

局、関係機関と連携して行い、農業者へ
のＧＡＰの普及・推進に努めた。農業者
、ＪＡ・役場職員が参加した。

ＧＡＰについて説明を行う普及職
員

ＧＡＰの実例を基に情報提供を行
う講師

会場の様子

対象：ＧＡＰに興味関心のある管内農業者



４ 今後の活動 ***************************************************************

＜広域活動＞

３ 活動の成果 ***************************************************************

研修会の開催により、参加者へのＧ
ＡＰの啓発がはかられ、参加した江別
市のレタス生産農業者４戸でグローバ
ルＧＡＰ認証取得の機運が高まり、農
協と連携し地域係が中心となりグロー
バルＧＡＰ認証取得の支援活動を行っ
ている。
打合せには、経営主だけではなく奥

さん、後継者も参加しており、改善に
対して意見が出るなど、家族全体でＧ
ＡＰに対して意識が高まっている。

ＧＡＰ支援（現況確認）の様子

ＧＡＰ支援（巡回で判明した各農場
の問題点の解決）の様子

実施日 内容

８月23日 現状確認（施設等）

９月５日
農業者とＧＡＰ３要素の確認を行い準備を進める前の心構え
を確認

12月17日 ＧＡＰ研修会：取組状況の確認

・2022年の認証取得に向けた支援。

主な支援活動内容

・継続的なＧＡＰの普及推進啓発。

ＧＡＰ支援（現況確認）の様子


